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受賞業績の概要	
	

　本業績は、申請者が、2004年の景観法制定以降、三重県域における歴史都市

群、国立公園、世界遺産を対象にして、歴史的景観と自然景観の保全・形成の

ために、景観調査から景観計画の策定・運用・普及に至るまで一貫して取り組み、

ほぼ全県域をカバーした景観まちづくりのマネージメントを実践したことである。	

	

　具体的には、7つの景観行政団体（三重県・亀山市・伊賀市・津市・松阪市・伊

勢市・志摩市）と協働して、①景観調査のための23の共同研究の実施、②9つの

景観計画の策定、③18の重点地区等の指定、④「みえ歴史的町並みネットワー

ク」の設立、等を実現した。	

	

　本業績の独創性は、①同一県域における同一専門家による計画的・継続的な

景観まちづくりへの関与、②県域を単位としてマクロとミクロの視点から組み立て

た景観の地域特性の反映、③町並み・集落・眺望景観保全のための多数の重

点地区指定の実現 、④膨大な町並み調査と眺望景観調査の報告書の編集と公

開、⑤「みえ歴史的町並みネットワーク」の設立、である。	











基本コンセプトⅢ	

マクロとミクロの視点から組み立てた景観の地域特性（三重県らしさ）	

［マクロの視点から捉えた景観］	
　同一県域内の市町村境界を越えた広域スケールの歴史的景観、自然景観、眺

望景観等のこと 	
	

［ミクロの視点から捉えた景観］	
　字・自治会等の地域コミュニティ境界をベースにした地区スケールの歴史的町

並み・集落等のこと 	

［課題］	
　景観調査や景観計画の策定は、市町村が個別に取り組むことが多い	
（広域スケールの景観に対して、隣接する市町村同士で協調して取り組むことは殆どない）	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

　広域スケールで形成された歴史的景観・自然景観等から成る「三重県らしさ」

（景観の地域特性）が計画に反映されないことへの危惧	



基本コンセプトⅢ	

マクロとミクロの視点から組み立てた景観の地域特性（三重県らしさ）	

［専門家としての計画的・継続的な関与］	
　両者の視点から組み立てた景観の地域特性=「三重県らしさ」の反映を重視し、

市町村単独の取り組みで完結しないように働きかけ、ほぼ全県域をカバーした景

観まちづくりのマネージメントを実践 	

［三重県らしさを構築する３つの圏域の設定］	

①　歴史街道文化圏域	

②　伊勢志摩国立公園圏域　	

③　世界遺産圏域　	
































